
要 旨 

 私たちは、「子供の医療費助成は中学校３年生まで入院も通院も完全無

料に」と繰り返し求めてきた。2016 年度予算案において 2016 年 10 月か

ら子供の医療費助成の拡充が図られ、入院費の自己負担は廃止、通院費

の助成対象を小学校６年生まで広げ、あわせて所得制限をなくし現物給

付とすることが提案されたことを歓迎する。 

 しかし、通院費の助成対象を小学校６年生までとしたこと、また、自

己負担を設けたことは残念である。特に、これまで無料であった３歳か

ら小学校入学前の子供の通院費の自己負担を 600 円 とし、小学生は 

1,200 円とすることは、お金の心配をせずに病院に子供を連れて行くこ

とができる安心を子育て世代から奪うことになる。 

 近隣では、既に苅田町や行橋市で中学校３年生まで通院費・入院費と

もに無料とし、遠賀４町でも福岡県の助成拡充にあわせ、対象を中学校

３年生まで拡大するとしており、北九州市は子育て日本一を標ぼうしな

がら、県内でも取り組みの遅れた市になってしまう。 

ついては、次のとおり措置していただきたい。 

記 

１ 通院費の助成対象年齢を中学校３年生まで引き上げること。 

２ 自己負担をなくし完全無料にすること。 
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